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業界の混乱と
今後の対応

憲法
　　　　　　　　　第22条　職業選択の自由
　　　　　　　　　（ 「営業の自由」の保証）

健康保険法 独占禁止法

第３条
・不当な取引の禁止
　（カルテル、入札談合等）

第74条に基づく、療養担当
規則（薬担）第４条第１項
　・減額の禁止

平成15年４月23日　衆議院経済産業委員会
　民主党　中山衆議院議員

　「ポイントは景品か、値引きか」と質問

平成15年４月23日
公正取引委員会
竹島委員長「値引きである」と答弁

平成22年11月19日　質問主意書提出
　自民党　藤井参議院議員

　「調剤ポイントは値引きに該当するか」

平成22年11月30日　内閣府答弁
　「値引きとは考えにくい。違法とはいえない」

厚生労働省 公正取引委員会

平成23年１月19日付　厚労省課長通知
JACDSに「調剤ポイントの自粛要請」

平成23年１月29日　これを受け、JACDSは
「冷静な対応要請」を会員に通知

平成23年２月14日
公正取引委員会は、JACDSの「冷静な
対応要請」に対し「不当」とし、撤回命令

平成23年２月26日　これを受け、ＪACDSは
　「冷静な対応要請の取り消し」を会員に通知

平成23年11月２日　中医協総会　10/12の質問に対し
「ポイントカード禁止」（「薬担」改正）を決議
　

調剤ポイントを巡る
政府・厚労省・公取の見解およびJACDS対応の主な流れ(顚末）

平成23年11月10日　JACDS
厚労省に平成22年11月30日付の内閣府答弁との矛盾について質問状

平成23年２月22日、同年５月25日　JACDS
「厚労省と公取の話合い」を要請

JACDS弁護団意見収集

会員アンケート

※ポイント付与禁止理由「限りなく値引きである」を否定

※ポイント付与禁止理由「調剤報酬引き下げの論拠となる」を否定

※委員に「経済活動は調剤レベルの低下になる」と禁止理由を説明

（ロビー活動、署名活動、訴訟（？））※二転三転と変わる厚労省の禁止理由


